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田た

中な
か

照て
る

子こ

が
問
う

町
活
性
化
に

女
性
の
活
躍
を

笠か
さ
は
ら原　

武た
け
しが
問
う

有
料
化
で
軽
介
護

者
へ
の
影
響
は

Ｑ
車
中
泊
す
る
避
難
者
へ
の
対
応
を
、
地
域

防
災
計
画
に
明
記
す
る
考
え
は
。

Ａ
総
務
課
長　

現
行
の
計
画
は
、
屋
内
建
物

で
の
避
難
生
活
を
想
定
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
避
難
所
が
分
散
し
過
ぎ
る
と
避
難
者

へ
の
支
援
が
困
難
と
な
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
は
、
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
に
隣

接
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
災
害
後
対
処
訓
練
だ
け
で
な
く
、﹁
災
害

予
防
訓
練
﹂
の
重
要
性
を
感
じ
た
が
。

Ｑ
女
性
の
行
政
区
参
加
へ
の
啓
発
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
女
性
区
長
の
誕
生
は
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
76
行
政
区
中
、
女
性
は

１
人
で
す
。
区
長
は
、
各
行
政
区
の
自
主

的
な
運
営
に
基
づ
き
推
薦
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
観
点
か
ら
も
、
女
性
行
政

区
役
員
の
参
加
啓
発
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
女
性
の
活
躍
に
は
子
育
て
支
援
の
充
実
は

不
可
欠
で
あ
る
。
町
の
問
題
点
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

当
町
で
も
、
産
後
早

い
う
ち
か
ら
働
く
女
性
が
増
え
、
０
・
１
・

Ｑ
４
〜
８
月
の
要
支
援
１
か
ら
要
介
護
２
ま

で
の
福
祉
用
具
貸
与
利
用
者
は
延
べ
１
３

２
２
人
で
、
利
用
用
具
個
数
は
延
べ
３
７
２
７
個

で
あ
る
。
こ
れ
が
有
料
に
な
っ
た
と
き
の
影
響
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

福
祉
用
具
の
利
用
は

自
立
と
介
護
負
担
の
軽
減
、
運
動
機
能
の

保
持
や
転
倒
防
止
な
ど
の
介
護
状
態
の
重
度
化
防

止
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
費
用
負
担
が
困
難
な

方
が
福
祉
用
具
の
利
用
を
や
め
た
場
合
、
介
護
負

担
の
増
加
と
介
護
状
態
の
重
度
化
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

髙た
か

瀬せ　

勉つ
と
むが
問
う

実
践
的
な
防
災
と

危
機
管
理
を

女
性
の
目
線
を
生

か
し
、
新
し
い
気

づ
き
を
。

福
祉
用
具
の
貸
し

出
し
を
軽
介
護
者

か
ら
奪
わ
な
い
で
。

一
般
質
問
と
は
、
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
議
員
が
町
に
考
え
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
備
え
は

不
十
分
。

命の笛。その音は、陸上では800メートル、
水中でも15メートル先まで聞こえます。

Ａ
総
務
課
長　

水
害
や
土
砂
災
害
は
、
災
害

が
発
生
す
る
前
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
避
難
誘
導
訓
練
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
超
高
密
度
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｐ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｋ
Ａ
︵
ポ
テ
カ
︶﹂
１
の
導
入
を
図
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
が
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
は
、
気
象
庁
や
熊
谷
地

方
気
象
台
が
発
表
す
る
デ
ー
タ
・
情
報
と
、

国
土
交
通
省
の
河
川
防
災
情
報
や
町
内
３
ヵ
所
の

雨
量
計
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

ポ
テ
カ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細

や
費
用
負
担
等
を
考
慮
し
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
﹁
命
の
笛
﹂
２
の
購
入
推
進
と
補
助
を
。

Ａ
総
務
課
長　

重
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
す

が
、現
在
購
入
や
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

２
歳
児
の
保
育
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
中
、
小
川
保
育
園
で
は
４
月
か
ら
受
け
入

れ
枠
10
人
の
定
員
増
に
向
け
、
乳
児
棟
の
新
築
工

事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
国
・
町
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

歴
史
的
建
造
物
の
活
用
を

Ｑ
町
や
個
人
所
有
の
歴
史
的
建
造
物
を
登
録

有
形
文
化
財
と
す
る
方
向
性
は
。
ま
た
、

個
人
の
登
録
に
関
し
費
用
面
で
の
支
援
の
考
え
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

当
町
に
は
既
に
多
く
の

文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、
蔵
や
町
屋
の
町

並
み
も
本
町
の
特
徴
で
す
。
歴
史
的
建
造
物
は
文

化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、
そ
の
価
値
等
を
検
証
し

登
録
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
個
人

登
録
へ
の
財
政
的
な
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

助
言
等
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
へ
メ
ロ
カ

リ
ス
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
や
、
バ
ラ
の

会
な
ど
の
方
の
力
を
借
り
て
、
ま
ち
お
こ
し
の
観

光
事
業
に
つ
な
げ
て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

個
別
に
対
応
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
。

パ
ト
リ
ア
お
が
わ
の
設
備
改
善
を

Ｑ
プ
ー
ル
の
西
日
よ
け
・
浴
場
の
壁
の
カ
ビ

取
り
・
脱
衣
所
床
の
直
し
・
ぬ
れ
た
水
着

の
絞
り
機
︵
脱
水
機
︶
の
取
り
つ
け
な
ど
を
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

西
日
よ
け
・
水
着
絞
り

機
の
取
り
つ
け
は
、
財
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。

壁
の
カ
ビ
取
り
と
脱
衣
所
の
床
直
し
は
対
応
し
ま

し
た
。

乳児が口に触れても安心・安全な木材使用。
園児も参加した上棟式。（小川保育園）

「議会のイメージ・
　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（S・Kさん・44歳）

いつも「議員さん」と
して見られてるって、
大変ですね。

（H・Mさん・59歳）

はじめてホームページ
から会議録を読みまし
た。たくさんの意見が
あってスゴイ。

入浴・温水プールなど、憩いの場でもある
パトリアおがわ。

解説 ポテカ１
さまざまな場所に設置可能な小型の気象計で、それら
を結ぶネットワークで構成される。ピンポイントかつ
リアルタイムで気象情報や変化を得られる。

解説 命の笛２
群集・騒音・爆発音などの中でも、人が一番聞き取りやすい
と言われる周波数3150ヘルツに合わせて調律されている。
また、どんな気候・天候でも同じように機能が発揮できる。


